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　「生成AI革命」について、大規模言語モデル（LLM）を中心にわかりやすく
説明すると、LLMは自然言語処理と生成AIを組み合わせたもので、人間の
言葉を理解し、文章を生成できる点が特徴です。従来のAIが画像認識や音
声認識などのパターン認識に強みを持っていたのに対し、LLMは文章作成
や対話といった知的作業を担うことができます。重要な点は、これまで自
動化の対象であった肉体労働や単純作業とは異なり、ホワイトカラーの業
務を大きく自動化できる可能性が高いことです。事務や法務などでは約半
分の仕事が自動化できるとされ、産業全体でも約4分の1の仕事を自動化
できるとされます。ただし自動化が直ちに失業につながるわけではなく、
補完による生産性向上効果も期待されます。
　活用例としては、翻訳や要約、文章作成・校正に広く使われており、特に
外国語文献の要約翻訳では大きな利点があります。さらにカスタマー対
応、広告作成、研究開発にも応用が広がり、製薬分野では開発の加速など
具体的成果も出ています。一方で、誤情報を生む「ハルシネーション」や、
データの未整備、組織の縦割り構造、経営層の理解不足などの課題も存在
します。適切な指示の与え方も重要です。生成AIは社会に大きな変革をも
たらす可能性を持ちながら、その活用とリスク管理が重要な課題となって
います。今後は人材の円滑な移動や制度の整備を進めながら、この技術構
造を活かしていくことが求められます。
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生成AIは、高度ホワイトカラーの仕事を自動化


